








































































































































































































































































































































試 合 ・「旧藩体の一致十残心」 を目指し、有効打突の判断を身に付けさせ、互いに試合
（審判）ができるようにする。
　　　　　　　　　　　表1指導すべき剣道技（学習内容）と順序性
　この指導計画で骨子とした剣道技術は、しかけ技であり、特に飛び込みメンとし、同時に防御
の練習を加え、有効打突の判定能力の習得を中心に展開した。第1学年では一本打ちの技を中心
に、有効打突を習得する。第2学年では相手との攻防を中心に、生徒が互いに審判をし、試合を
楽しむことが可能となる展開を試みた。さらに、選択制で可能となれば第3学年では出ばな技の
習得を目指した。指導の際に、ただ多くの技を提示するのではなく、限られた技の中から攻防を
展，開し、自由練習や簡易な試合から有効打突の習得を目指す学習時間配分を考慮することが重要
である。有効打突として、気剣体の一致が見られ、尚かつ残心ある技（二段技を含む）の定着と、
その防御の仕方を確認し、攻防を楽しませることが先決である。その際、ただ我武者羅に技を出
すのではなく、相手の攻撃に対し、互いに安全で的確に防御する避け方の指導も第1・2学年を
通して必要となる。
　基本動作については、毎時間繰り返し指導し身に付けさせるものとして、一一度に全てができる
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ようには考えない。毎時間繰り返し練習することで自然に身についてゆくものとする。しかしな
がら．それらの習得に時間を要することも事実である。そこで、基本動作を身につける際に、剣
道具の脱着や後片付けなど2人1組やグループで競わせ、互いに協力しながら習得できるように
⊥夫する必要がある。剣道は、常に対人的技能であり．あらゆる場面を通してコミュニケーショ
ン能力を育成することが不可欠となる。以下に各学年での試合目的を示す。
　第1学年の試合では．「面だけの試合を楽しむ」として、面の攻防を展開させる。面を打った
り、防いだり、下がったりしながら打つ、攻防を展開することを目的とする。
　第2学年の試合では、小手・面・胴のしかけ技を中心としながら．「試合を楽しむ」ことがで
きることを目的とする。さらに、相手のしかけ技に対して「面返し胴」「小手抜き面」などの応
じ技を楽しむことが望まれる。
　第3学年の試合では、相手との攻防のかけ引きを通して「試合を楽しむ」ように、相手の起こ
りを捉える出ばな技を中心に展開し「出ばな小手」や「面抜き胴」を用いて試合が展開できるよ
うにすることを目的とする。
5．まと：め
　本研究は、試合における有効打突の観点から、中学生の大会レベル別に調査分析し、初心者指
導における指導内容：について、剣道技（技術学習項目）の観点から、技の選択やその順序性に関
する基礎的資料を得ることを目的とした。
　初級レベル大会における有効打突（161試合、有効打突204本）は、しかけ技が94。6％、応じ技
は8．8％で有意差（p＜0．001）が認められた。しかけ技の中でも、基本の技が40．7％と最も多く．
次いで出ばな技の32．3％であった。中級レベル大会における有効打突（112試合、有効打突127
本）は、しかけ技が90．6％、応じ技は10．、2％で有意差（p＜0．、001）が認められた。しかけ技の中で
も、出ばな技が42．5％と最も多く、次いで基本の技の26。0％であった。上級レベル大会における
有効打突（314試合、有効打突371本）は、しかけ技が88．4％、応じ技は11．6％で有意差（p＜0．、001）
が認められた。しかけ技の中でも、出ばな技が313％と最も多く、次いで基本の技の28．6％であっ
た。以上の知見から、初心者においてはしかけ技を中心に特にメンの指導に重点を置くべきこと
が示唆された。
　本研究では、初心者の試合の有効打突に占めるしかけ技の有効性が顕著であることから．しか
け技を中心とした学習内容表を作成した。中学校における剣道指導計画の中で指導されるべき剣
道技を精選し．その技を学年ごとに示した。さらに、有効打突を習得するために必要な「気剣体
の一致＋残心」の指導を重視し、武道の特色が対人競技であることを考慮した簡易の試合を常に
意識した指導計画（剣道技）を作成した。
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